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学校で育む子どものメンタルヘルス

同志社大学心理学部

石川信一

©Shin-ichi Ishikawa 1

SDGsの達成に向けた共創的
研究開発プログラム委託研究費

https://www.jst.go.jp/ristex/funding/solve/index.html

2020年-2023年

©Shin-ichi Ishikawa 2

3

現代社会
の抱える問

題

生徒指導
上の諸問
題

COVID-19
の影響

ガイドライ
ンとエビデ
ンス

メンタルヘルス予防的教育が求められる背景
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学校の子どもをめぐる問題

• 暴力行為の発生件数 76,441件（前年度66,201件）
– 再度増加し，合計件数は過去２番目の件数を記録

• いじめの認知件数 615,351件（前年度517,163件）
– 再度増加し，合計件数は を記録

• 不登校児童生徒数 244,940人（前年度196,127人）
– 小中ともに増加を続けており， を記録

• 自殺した児童生徒数 368人（前年度415人）
– 昨年急増し，今年度は過去２番目の件数を記録

R３年度 児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査結果
https://www.mext.go.jp/content/20221021-mxt_jidou02-100002753_1.pdf
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※このスライドは、2022年10月28日に開催された「RISTEXメディア説明会」用の資料を公開用に編集したものです。
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不登校の要因

いじめ

いじめを除く友人関係をめぐる問題

教職員との関係をめぐる問題

学業不振
進路に係る不安

クラブ活動・部活動等への不適応

学校のきまり等をめぐる問題

入学・転編入学・進級時の不適応

家庭の生活環境の急激な変化

親子の関わり方

13.2家庭内の不和

生活リズムの乱れ・あそび・非行

13.1

無気力・不安

49.7

該当

なし
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R３年度 児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査結果
https://www.mext.go.jp/content/20221021-mxt_jidou02-100002753_1.pdf

コロナ禍と子どものうつと不安

不安の高い子ども
26.0-34.5%

（95% CI = 16%-35％）
（95% CI = 33.8%-35.1％）

COVID-19に関する子どもの
メンタルヘルス有病率研究のまとめ
（Ma et al., 2021; Panda et al., 2020）

うつの高い子ども
29.0-41.7%

（95% CI = 17%-40％）
（95% CI = 40.8%-42.3％）
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中程度以上の抑うつ症状
中学生

12-13%

中学生３年生限定

42%

コロナ禍における思春期のこどもと
その保護者のこころの実態（2021年12月）
国立成育医療センター(2022)

学校休校とメンタルヘルスの関連
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全校休校 40 部分休校 118 全校開校 1826

SDQ-P SCAS-P DPRS-P ODBI ARI-P DASS-21

Kishida et al. (2021) 子ども 保護者
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こころあっぷタイム
（Up2-D2: Universal Unified Prevention Program for Diverse Disorders）

© 2017 Shin-ichi Ishikawa & Yoko Kamio
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学校の先生が

授業形式で

クラスの児童生徒皆に

個別学習と集団体験を通じて

メンタルヘルスの増進のための知識と技術を教える

※このスライドは、2022年10月28日に開催された「RISTEXメディア説明会」用の資料を公開用に編集したものです。
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（ひのいくみ）

By 日野行望
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きもちセンサー

わしの作った発明品をつかって

自分のきもちを調べてみるのじゃ！

✓ だれでもいろんな「きもち」になるが，「きもち」を「こと

ば」であらわすことはかんたんなことではないのだ。

✓ きもち・センサーをつかうと、自分の「きもち」をピタリと

あらわす「ことば」を選ぶことができるのじゃ！

きもちセンサーとは･･･
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今後の展望と課題

対象年齢と実

施施設の拡大

授業時間

の確保と位

置づけ

人材育成と

継続可能

性
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実装地域と領域
京都

滋賀

和歌山

兵庫

大阪

宮崎愛知

静岡

埼玉

東京

福島 支援学校・学級

通級指導教室

放課後等

デイサービス

就労支援施設

適応指導教室

7８施設
実施実績
２０２２月９月
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※このスライドは、2022年10月28日に開催された「RISTEXメディア説明会」用の資料を公開用に編集したものです。
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中高生版 海外版

タブレット版 幼児版
© Shin-ichi Ishikawa
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タスクフォース養成研修会

• 研修会を修了すると、指導者としてプログラムの利用
が可能です。

• 約7.5時間の研修会で、第1回から第12回までの指
導方法や、プログラムの概要について学びます。

• 修了者には指導者用テキスト６冊が配布され、タスク
フォースとして認定されます。

• タスクフォースの先生方には、継続して研修機会や交
流会のご案内をお送りいたします。

• 2022年 11月19日（土）・20日（日） 開催予定
©Shin-ichi Ishikawa

一般社団法人
「青少年のための心理療法研究所」

15

https://jicap.jp/
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同志社大学 メンタルヘルス 予防

ご清聴ありがとうございました

– E-mail ：info.mhprogram@gmail.com

– TEL ：0774－65－8188

（平日9時―17時）

– 公式サイト：http://mentalhealthprogram.jp/
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※このスライドは、2022年10月28日に開催された「RISTEXメディア説明会」用の資料を公開用に編集したものです。

http://mentalhealthprogram.jp/



